
【熊野川の取組方針】の改定について

・平成30年7月豪雨や平成30年12月25日の熊野川の取組方針改定（取組機関の明示）
後の状況

背

景

・熊野川でこれまでに、
実施してきた事を反映

平成31年1月「緊急行動
計画の改定」の公表

平成31年4月利水ダムに関する取
組（協議会への参画等）の促進平成31年3月「市田川大規

模浸水対策計画」の策定

改
定
方
針

・計画に基づき実施するこ
とを明記

・平成23年台風12号以降の暫定
運用を「現在までの取組状況」
に明記

電源開発（株）、関⻄電⼒（株）
の参画承諾

熊野川の取組方針の改定（案）の提示・審議

熊野川の取組方針の改定

改

定

本日
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緊急行動計画の改定を踏まえた対応方針

No 実施する施策 今後の進め方及び数値目標等 各機関の取組状況等 記載方針（考え方） 備考

1
多機関連携型
タイムラインの
拡充

【共通】タイムラインの見直し、主要都
市部での多機関連携型タイムラインの
展開 等

「対象外」が妥当

規模の小さな地方都市、ゼ
ロメートル地帯なし

熊野川流域は主要な都市部と
はいえないこと、ゼロメートル地
帯がないことから、記載しない

別途、「各機
関のタイムラ
インの共有」
を記載（p.16）

2
防災施設の機
能に関する情
報提供の充実

【国河川・県河川】ダムや堤防等の施
設について、整備の段階や完成後も定
期的にその効果や機能等について住
民等への周知を実施。

国河川で出水後早期に治
水効果を周知することをす
でに実施（p.11）

【取組機関：国】

現在の取組状況、引き続き実施
する取組として記載（p.23）

3 共助の仕組み
強化

【国河川・県河川】協議会等の場を活
用して、出水時や訓練での事例、地域
との連携等の事例共有

要配慮者施設との合同訓
練、自主防災組織との懇談
会等をすでに実施（p.10）

【取組機関：市町】

取組事例の共有等、引き続き実
施する取組として記載（p.19)

4
水防関係者間
での連携、協力
に関する検討

【国河川・県河川】協議会等の場を活
用しつつ、協力内容等の検討・調整し、
改善

テレビ会議等で情報共有、
意見交換等をすでに実施
（p.11）

【取組機関：市町、国】

現在の取組状況、引き続き実施
する取組として記載（p.23）

5
早期復興を支
援する事前の
準備

【国河川・県河川】堤防強化、樹木・堆
積土砂管理、防災拠点の浸水被害防
止

熊野川、支川大塔川の複
数地区で実施中

【取組機関：県、国】
概ね5年で実施する取組として
記載（p.15）

6 適切な土地利
用の促進

【国河川・県河川】不動産関連事業者
に対し、水害リスク情報等に係る施策
の最新情報を説明

水害リスクに関する説明会
を実施予定

【取組機関：県、国】

引き続き実施する取組として記
載（p.19）

【河川に関する施策】

・「緊急行動計画の改定 取組一覧」に示されている「実施する施策」は54あり、さらに河川、砂防、下水、海岸
に分類され、多岐にわたる。

・協議会の目的である堤防決壊等に伴う大規模な浸水被害に備えるため、協議会で対象とする河川に絞って改定内
容を検討する。

・ただし、熊野川ですでに取組んでいる施策も多くあることから、熊野川の流域特性、地域特性及び施策の適用の
可能性を踏まえ、追加で取組むべきと考えられる内容を抽出した。

・各機関に実施したアンケート回答を踏まえ、記載内容、記載場所を検討し、改定（案）を作成した。



緊急行動計画の改定を踏まえた対応方針

No 実施する施策 今後の進め方及び数値目標等 各機関の取組状況 記載方針（考え方） 備考

7 避難路・避難場所
の安全対策の強化

【砂防】円滑な避難を確保する砂
防堰堤等の整備

工事施工、詳細設計等を
実施中

【取組機関：県】

引き続き実施する取組と
して記載 (p.20)

8 流木や土砂の影響
への対策

【砂防】土砂、流木補足効果の高
い透過型砂防堰堤等の整備

2020年度概成予定1箇所、
2020年以降3箇所で完了
予定

【取組機関：県】

引き続き実施する取組と
して記載 (p.15)

9 土砂、洪水氾濫へ
の対策

【砂防】人命への著しい被害を防
止する砂防堰堤、遊砂地等の整
備

2020年度概成予定1箇所
【取組機関：県】

引き続き実施する取組と
して記載 (p.15)

【砂防に関する施策（河川と関連するもの）】

・「緊急行動計画の改定 取組一覧」に示されている「実施する施策」は54あり、さらに河川、砂防、下水、海岸
に分類され、多岐にわたる。

・協議会の目的である堤防決壊等に伴う大規模な浸水被害に備えるため、協議会で対象とする河川に絞って改定内
容を検討する。

・ただし、熊野川ですでに取組んでいる施策も多くあることから、熊野川の流域特性、地域特性及び施策の適用の
可能性を踏まえ、追加で取組むべきと考えられる内容を抽出した。

・各機関に実施したアンケート回答を踏まえ、記載内容、記載場所を検討し、改定（案）を作成した。


